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【介護老人保健施設の理念と役割】 

 介護老人保健施設は、利用者の尊厳を守り、安全に配慮しながら、生活機能の維持・向上を目指し総合的に援助します。また、家族や

地域の人びと・機関と協力し、安心して自立した在宅生活が続けられるよう支援します。 

１．包括的ケアサービス施設 

 利用者の意思を尊重し、望ましい在宅または施設生活が過ごせるようチームで支援します。そのため、利用者に応じた目標と支援計画

を立て、必要な医療、看護や介護、リハビリテーションを提供します。 

２．リハビリテーション施設 

 体力や基本動作能力の獲得、活動や参加の促進、家庭環境の調整など生活機能向上を目的に、集中的な維持期リハビリテーションを行

います。 

３．在宅復帰施設 

 脳卒中、廃用症候群、認知症等による個々の状態像に応じて、多職種からなるチームケアを行い、早期の在宅復帰に努めます。 

４．在宅生活支援施設 

 自立した在宅生活が継続できるよう、介護予防に努め、入所や通所・訪問リハビリテーションなどのサービスを提供すると共に、他サ

ービス機関と連携して総合的に支援し、家族の介護負担の軽減に努めます。 

５．地域に根ざした施設 

 家族や地域住民と交流し情報提供を行い、様々なケアの相談に対応します。市町村自治体や各種事業者、保健・医療・福祉機関などと

連携し、地域と一体となったケアを積極的に担います。また、評価・情報公開を積極的に行い、サービスの向上に努めます。 

 

年頭ごあいさつ 

施設長 前原 巳知夫 

  明けましておめでとうございます。 

 さて今年は診療報酬改定の年です。今年

の診療報酬改定は全体的にみるとマイナ

ス改定となるようです。医療費や国民の負

担を抑えるためとのことですが、文通費等

他に抑えるべきものがあるのではないか

と首をかしげてしまいます。新しく発足し

た政権も国民目線での運営には程遠いよ

うです。 

夏には参議院議員選挙も控えておりま

す。毎度のことですが選挙の為の公約では

なく、国民の為の公約に期待したいところ

です。 

私たちはどんなに政権が変わろうとも、

利用される皆様の目線に立ち、安全安心、

かつ快適で最良のサービスが提供できる

よう努力していく所存です。 

 本年も皆様が健康で、そして穏やかに

過ごせますようお祈り申し上げます。 

 

 相談室 佐々木 智広    

今年も相談室では、利用者やご家族の皆様

に身近な相談窓口として、安心を提供できる

よう努めてまいります。些細なことでも不安

や疑問な点がございましたら、お気軽にお声

掛けください。 

 
   老健事務係長 髙橋 大 

平素より事務・窓口業務に対してご協力を

賜り感謝申し上げます。 

今年から業者分利用料の支払に関する取り

扱いが変更となり、皆様にはお手数をおかけ

することになりますがご理解をよろしくお願

い申し上げます。詳細については請求書同封

の別紙でご確認下さい。 

さて、昨年 4 月から運用が開始された厚生

労働省の「科学的介護データベース（LIFE）」

について、当施設でも昨年秋から施設ケア情

報のデータ提供を開始いたしました。これは

個人情報を含まない形での運用となりますの

でご安心下さい。また、これにより科学的介

護推進体制加算として一ヶ月に40円が加算さ

れますが、科学データを元にした介護の質の

向上を図るための算定としてご了承いただけ 
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れば幸いです。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 
３階介護長(看護) 伊藤 友春 

 明けましておめでとうございます。 

 一時期落ち着きを見せていた新型コロナウ

イルスもオミクロン株の発生や感染者数の増

加により、予断を許さない状況が続いていま

す。 

 今年も感染者数の増減に一喜一憂すること

なく、利用される皆様が毎日を元気に過ごし

ていただけるよう、充実した看護サービスの

提供に努めてまいりたいと思います。 

 
 １階課長(リハビリ) 柳橋 正彦 

明けましておめでとうございます。 

昨年は新型コロナウイルスの影響で開催自

体が心配された夏季オリンピックが行われま

した。地元大会ということもあり日本選手の

活躍が目立ったのが記憶に新しいところであ

ります。今年も冬季オリンピックやサッカー

のワールドカップが開かれる予定です。スポ

ーツ観戦が好きな私にとって大変楽しみな年

です。 

 楽しみは活力につながり、時に思いがけな

い力を発揮します。 

今年も利用者の皆さんの活力を上げ、リハ

ビリ効果が発揮されるように働きかけを行っ

ていきたいと思います。 

 
２階課長(介護) 小杉 真美 

 明けましておめでとうございます。 

 昨年も新型コロナウイルスの影響により、

夏祭りや家族介護教室など様々な行事におい

て規模の縮小や内容の変更を余儀なくされま

した。11 月には新規感染者数は減少し面会制

限も緩和されましたが、12 月に入りオミクロ

ン株や感染者数の増加により、再度面会の制 

限を強化せざるを得ない状況となりました。 

 今年も新型コロナウイルスに振り回される

こととなりそうですが、利用者の皆様には毎

日の療養生活を安全に、そして楽しんで過ご

していただけるよう、職員一同協力しながら

支援していきたいと思います。 

 
【面会についてのお知らせ】 

国内での新型コロナウイルス感染症の増加

に伴い、令和 3 年 12 月 27 日より以下のよう

に再度面会を制限させていただいております。 

●県内在住の家族 

・新型コロナワクチン接種済みで、２週間以

内に県外への往来が無い方のみ可 

・12 歳以上の方で人数は 2 名までとし、時間

は 10分に制限させていただきます。 

●県外往来者 

・面会禁止。但し、来県時の PCR 検査陰性証

明書持参で直接の面会可。 

・陰性証明書がない場合は、タブレットでの

面会は可とさせていただきます。 

◎面会時は検温・マスク着用・手指消毒の継

続をお願いします。 

※以下の場合は面会を控えていただきます。 

・検温の実施にて有熱の方 

・咳・倦怠感・下痢などの症状のある方 

ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力

をお願い致します。ご不明な点等ございまし

たらスタッフにお尋ね下さい。 

〇お問い合わせ先 

介護老人保健施設「しょうわ」 

0184-23-7100（代） 

 

本年も 

宜しくお願い致します 


